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2016年度の住宅関連施策は、緊急性が高いもの、新たな投資を促す効果が高いもの、住宅ストックを有効活用するものについて、重
点的に取り組むとしている。2014年からスタートした「長期優良住宅化リフォーム推進事業」は40億円の予算を要求して継続。4月
から「長期優良住宅（増改築）認定制度」の運用が始まるなど、既存住宅の性能向上リフォームの流れに拍車がかかる。昨年から始まった

「地域型住宅グリーン化事業」も110億円の予算で事業が継続される予定。この2つの事業には「三世代同居の推進」という新しい要件
項目が加わった。新築とリフォームの各々について、三世代同居に対応する住宅を支援していく。そこで今号では、2016年度の住宅
関連施策を概観し、2017年4月に予定される消費税率10％引き上げへの対応を解説する。

住宅関連施策を読み解く
特集：新規投資促進と住宅ストックの活用へ

2016年度

＊1  性能向上計画認定住宅：「建築物省エネ法」に基づいて省エネ性能が通常より高いと認定された住宅
＊2  認定低炭素建築物など一定の良質な建築物：認定低炭素建築物、BELS、CASBEEのいずれかの認定や評価などを受けた木造建築物

＊ 表は2016年2月末時点の情報に基づいており、まだ確定していない内容も一部含みます（公募時期などは４月以降に発表される予定）。
＊ 補助事業は予算金額に達した場合、予定よりも早期に終了する場合があります。
＊ 各種リフォームについても、減税措置があります。詳細は「（一社）住宅リフォーム推進協議会」HP等をご覧ください。

2017
年度

2018
年度2015年4月1日住宅関連優遇策一覧 2016年4月1日

● 補助金：定額130万円（地域区分・建物規模によらず全国一律　 補助対象は新築の建築主   ･購入予定者、既存住宅の所有者）
   （ただし、1,2,3地域において高断熱外皮の性能が UA値0.25以下、またはQ値1.0以下の場合    は定額150万円） 継 続  （詳細は未定）　2015年9月15日までの

公募申込ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）支援事業ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス（ZEH）支援事業

省エネ住宅に
関する支援

省エネ設備に
関する優遇

長期優良住宅
普及促進税制

認定
低炭素住宅

促進のための
特例措置

三世代同居に
対応した

リフォームに
関する特例措置

買取再販で
扱われる住宅取得

消費税率
引き上げに対応
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税     
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住宅ローン減税住宅ローン減税

投資型減税投資型減税

登録免許税登録免許税

不動産取得税不動産取得税

固定資産税固定資産税

住宅ローン減税住宅ローン減税

投資型減税投資型減税

登録免許税登録免許税

登録免許税登録免許税

すまい給付金すまい給付金

不動産取得税不 動 産 取 得 税

◯◯

新
築

既
築

◯‒
◯‒

● 余剰買取価格（10kW未満）：東京・中部・関西電力管内33円（税込）/kWh
 　　　　　　　   ：その他の電力管内35円（税込）/kWh 継 続  2016年3月31日までの手続終了分太陽光発電の固定価格買取制度太陽光発電の固定価格買取制度◯◯

● 補助率：（機器費用－23万円）と工事費のそれぞれ1/2 
● 補助金上限：新築は30万円、35万円　既築は35万円、40万円(システムの違いによる) 継 続  補助金は定額で国が設定する基準価格と目標価格との差額の約1/3に変更。公募時期は4月以降の予定2016年2月17日までの申込エネファーム導入補助金エネファーム導入補助金◯◯

◯◯

‒◯

‒◯

‒◯

‒◯

‒◯

‒◯

‒◯

‒◯

‒ ◯
     リフォームローン型減税     リフォームローン型減税

     リフォーム投資型減税     リフォーム投資型減税

● 標準的な性能強化費用相当額（上限 650万円）の10％相当額をその年の所得税額から　控除（標準的な性能強化費用相当額の㎡単価を4万3,800円とする）   控除しきれない場合は翌年の住民税から控除

● ① 所有権の保存登記：0.1％（一般住宅は0.15％）　② 所有権の移転登記：戸建て0.2％ 　マンション0.1％（一般住宅は0.3％）

● 課税額の控除額が1,300万円（一般住宅は1,200万円）

● 戸建ては5年間、マンションは7年間（一般住宅戸建ては3年間、マンションは5年間）税額　1/2軽減

● 10年間で最大500万円の所得税控除（一般住宅は10年間で最大400万円）

（2019年6月30日の入居まで）

（2019年6月30日の入居まで）

（2018年3月31日の取得まで）

（2018年3月31日の新築まで）

（2018年3月31日の新築まで）

● 10年間で最大500万円の所得税控除（一般住宅は10年間で最大400万円）　　　　　　　 控除しきれない場合は翌年の住民税から控除（上限13.65万円） （2019年6月30日の入居まで）

● 標準的な性能強化費用相当額（上限650万円）の10％相当額をその年の所得税額から　控除　　　（標準的な性能強化費用相当額の㎡単価を4万3,800円とする）　控除しきれない場合は翌年の住民税から控除

● ① 所有権の保存登記：0.1％ （一般住宅は0.15％）       ② 所有権の移転登記：0.1％   （一般住宅は0.3％）

● リフォームが行われた買取再販中古住宅取得の場合、所有権の移転登記：0.1％（一般　住宅は0.3％）

● 所得に応じて最大30万円（消費税率8％の場合）を給付（消費税率10％になった場合は　給付基礎額は変更予定）

（2019年6月30日の入居まで）

（適用期限2019年6月30日まで）

（適用期限2019年6月30日まで）

中古住宅取得後
の耐震改修 住宅ローン減税  その他住宅ローン減税  その他◯‒ 中古住宅を取得し適合した耐震改修工事を行った場合、耐震基準適合既存住宅と見なして次の    経過措置を適用　● 住宅借入金等を有する場合の所得税額の特別控除（住宅ローン減税10年間で最大400万円）　 

● 直系尊属から住宅取得等資金の贈与を受けた場合の贈与税の非課税措置　● 住宅取得等    資金に係る相続時精算課税制度の特例措置　● 既存住宅に係る不動産取得税の特例措置　
（2019年6月30日の入居まで）

（2019年6月30日の入居まで）

（2018年3月31日の取得まで）

　（2018年3月31日の取得まで）

住宅資金贈与
に関する
優遇税制

住宅取得資金の贈与税非課税枠住宅取得資金の贈与税非課税枠◯◯ ● 省エネ性、耐震性を満たす住宅は、非課税枠1,500万円（一般住宅は1,000万円）           （2015年12月31日までの契約）
● 省エネ性、耐震性、バリアフリー性を満たす住宅は、
    非課税枠1,200万円（一般住宅は700万円）
   （2017年9月30日までの契約）

ただし消費税率10％が適用される場合、
非課税枠を3,000万円に変更

（2016年10月から2017年9月までの契約）
（適用期限は2019年6月30日まで）

継 続 （制度拡充は終了。2016年1月30日以降の申込受付分から金利引き下げ幅は0.3％）
● 耐震性など性能が優れた住宅：5年間の金利を【フラット35】より0.6％引き下げ （制度拡充     は2016年1月29日申込まで）
● 長期優良住宅など性能が優れた住宅：10年間の金利を【フラット35】より0.6％引き下げ     （制度拡充は2016年1月29日申込まで）

住宅ローンに
関する金利優遇 【フラット35】Ｓ【フラット35】Ｓ◯◯

● 補助率：費用の1/3   ● 補助金上限：150万円/戸（補助対象は既存住宅の所有者） 2015年8月31日までの申請書提出既築住宅･建築物における高性能建材導入促進事業既築住宅･建築物における高性能建材導入促進事業◯‒ 終 了

省エネ住宅の新築やエコリフォームに対して様々な商品と交換できるポイントを発行
● 新築：30万ポイント    ● リフォーム：最大30万ポイント、耐震改修を行う場合最大45万ポ   イント

ポイント発行・予約申請の受付け：2015年10月21日まで
建築着工・工事着手：～2016年3月31日省エネ住宅ポイント制度省エネ住宅ポイント制度◯◯ 終 了

● 買取再販事業者に課される不動産取得税を軽減 （中古住宅の築年月日に応じて最大1,200　万円を控除） （適用期間2017年3月31日まで）

キッチン、浴室、トイレ、玄関のうち少なくとも1つを増設し、いずれか2つ以上が複数箇所   となるリフォーム工事を行う場合
耐震･バリアフリー･省エネリフォームと同じく減税の特例措置を講じる

2015年度当初・
補正予算の再配分
を2～3月頃に
実施予定

地域材活用
促進

木
造
住
宅

木
造
住
宅

地域型住宅グリーン化事業地 域 型 住 宅 グリーン化 事 業‒◯

● 長寿命型  長期優良住宅　補助率：補助対象費用の10％以内、上限100万円
● 高度省エネ型  ①認定低炭素住宅　補助率：補助対象費用の10％以内、上限100万円

  ②ゼロ･エネルギー住宅　補助率：補助対象費用の1/2、上限165万円
※地域材を使用する場合は戸当たり20万円を加算

 ※三世代同居対応工事への30万円/戸加算   支援を2015年度補正予算で緊    急に実施
● 優良建築物型　認定低炭素建築物など一定の良質な建築物　 補助率：補助対象費用の10  ％以内、上限床面積1㎡当たり1万円、
かつ１事業者当たり1,000万円を上限

● 長寿命型  長期優良住宅：補助金上限100万円/戸
● 高度省エネ型  ①認定低炭素住宅：補助金上限100万円/戸  
    ②性能向上計画認定住宅＊1：補助金上限100万円/戸　③ゼロ･エネルギー住宅：補助金上限165万円/戸
    ＊地域材加算：主要構造材（柱･梁･桁･土台）の過半に地域材を使用する場合：20万円/戸を限度に加算
    ＊三世代同居加算：キッチン、浴室、トイレ、玄関のうち、いずれか２つ以上を住宅内に複数箇所設置する場合、
                   30万円/戸を限度に加算
● 優良建築物型  認定低炭素建築物など一定の良質な建築物＊2：補助金上限1万円/㎡（床面積）
    2016年度当初予算によるグループ募集を4月頃に開始予定

継 続

耐震改修に
関する支援 住宅・建築物耐震改修等事業住宅・建築物耐震改修等事業◯‒ ● 住宅の耐震診断の助成：国と地方公共団体で 2/3         

● 住宅の耐震改修、建替の助成：国と地方公共団体で23％
● 耐震改修の加算措置
  30万9,000円/戸は2015年度末まで 継 続 （耐震改修の加算措置は終了）

継 続● 補助率：工事費の1/3     ● 補助金上限：100万円/戸（一部200万円） 評価基準型･事前採択タイプ追加公募は
2015年11月30日締切

長期優良
住宅化

リフォーム推進
長期優良住宅化リフォーム推進事業長期優良住宅化リフォーム推進事業◯‒

● 補助率：工事費の1/3
● 補助金上限：100万円/戸（認定長期優良住宅並みの場合200万円/戸）  
● 三世代同居改修工事を実施する場合、補助金上限は150万円/戸（同250万円/戸）

● 補助率：購入価格と目標価格との差額の2/3以内     ● 補助金上限：100万円（一住宅    当たり） 新規の「住宅省エネリノベーション促進事業」へ統合

余剰買取価格（10kW 未満）：東京・中部・関西電力管内31円（税込）/kWh、その他の電力管内33円（税込）/kWh

新規の「住宅省エネリノベーション促進事業」へ統合

定置用リチウムイオン蓄電池導入補助金定置用リチウムイオン蓄電池導入補助金◯◯ 終 了2015年12月28日までの交付申請

高性能な窓、サッシ、断熱材等を用いた住宅の断熱改修を支援　● 補助額：定額（未定）、1/3  以内
戸建て住宅では、上記の改修と同時に高性能な家庭用設備（家庭用蓄電池、高効率給湯設備等）    の導入費用を支援
● 2015年度補正予算による。 補助額等は未定

2016年3月中に募集開始予定　　  住宅省エネリノベーション促進事業　　  住宅省エネリノベーション促進事業◯‒

2016年4月頃、
評価基準型を
公募開始予定 

● ローン残高の2％を所得税額から控除  
　 最大控除額5年間で25万円（対象工事限度額250万円）

● 工事費等の10％を所得税額から控除
　 最大控除額25万円（対象工事限度額250万円）

延 長
延 長
延 長

延 長

延 長
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三世代同居改修工事
玄関（外階段）の増設

キッチンの増設

浴室・トイレの増設

耐  震  性
例） 軸組等の補強

必 須

劣 化 対 策
例） 床下防湿・防蟻措置
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図
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世
代
同
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な
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こ
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で
す（
図
１
）。
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「
地
域
型
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宅
グ
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業
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の
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充

　
「
地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事
業
」は
来

年
度
も
継
続
さ
れ
、
長
寿
命
型
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長
期
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良
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宅
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高
度
省
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型
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築
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行
わ
れ
る
他
、
新
た
に「
建
築
物
省
エ

　

２
０
１
６
年
度
の
重
点
施
策
は
、
ま
ず

更
新
期
に
あ
る
低
層
の
公
営
住
宅
を
集
約

化
し
て
、
余
剰
地
に
高
齢
者
や
子
育
て
の

支
援
施
設
を
誘
致
し
、
団
地
全
体
の
居
住

機
能
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
次
に
空

「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
維
持・向
上

促
進
事
業
」の
創
設

　

維
持
管
理
や
リ
フ
ォ
ー
ム
が
適
正
に
評

価
さ
れ
、
良
質
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
が
適
正

価
格
で
流
通
す
る
仕
組
み
の
開
発
な
ど
を

支
援
す
る
の
が
、「
住
宅
ス
ト
ッ
ク
維
持
・

向
上
促
進
事
業
」で
す
。
住
宅
事
業
者
・
建

築
士
・
不
動
産
業
者
・
検
査
業
者
・
金
融
機

関
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
協
議
会
な

ど
が
行
う
、
仕
組
み
の
開
発
・
周
知
・
試
行

の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業
に
対
し
て
支
援
を

し
ま
す（
図
２
）。
そ
の
開
発
・
周
知
に
要
す

る
経
費
は
上
限
２
０
０
０
万
円
／
事
業
。

モ
デ
ル
事
業
を
試
行
す
る
際
は
個
々
の
住

宅
へ
の
補
助
と
し
て
、「
仕
組
み
を
活
用
す

補
助
事
業
の
対
象
に「
三
世
代
同
居
対
応
住
宅
」が
加
わ
る

２
０
１
６
年
度 

住
宅
関
連
施
策
を
読
み
解
く

そ
の
中
で
親
世
代
の
子
育
て
フ
ォ
ロ
ー
が

期
待
で
き
る
三
世
代
同
居･

近
居
を
後
押

し
す
る
た
め
、
三
世
代
同
居
に
対
応
す
る

工
事
を
補
助
対
象
の
１
つ
に
追
加
し
ま
し

た
。
い
わ
ゆ
る
二
世
帯
住
宅
に
改
修
す
る

工
事
で
、
キ
ッ
チ
ン
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、

玄
関
の
い
ず
れ
か
を『
増
設
』し
、
改
修
後

に
こ
れ
ら
の
う
ち
い
ず
れ
か
２
つ
以
上
が

複
数
と
な
る
工
事（「
三
世
代
同
居
対
応
住

宅
」）が
対
象
で
す
。
よ
っ
て
今
あ
る
ト
イ

レ
を
新
し
く
す
る
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
は
、
補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

三
世
代
同
居
改
修
工
事
を
実
施
す
る
場

合
、
50
万
円
の
加
算
と
な
り
、
補
助
限
度

額
が
１
０
０
万
円
／
戸
か
ら
１
５
０
万
円

／
戸（
認
定
長
期
優
良
住
宅
並
み
の
場
合

２
０
０
万
円
／
戸
か
ら
２
５
０
万
円
／
戸
）

に
な
り
ま
す
。

「
既
存
住
宅
の
長
期
優
良
住
宅

認
定
制
度
」の
創
設

　
「
既
存
住
宅
の
長
期
優
良
住
宅
制
度
」が

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
ま
で
新

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
住
宅
・
町
づ
く
り
、
増
え
続
け
る
空
き
家
対
策
、
良
質
な
住
宅
の
形
成
と
中
古
住
宅
の
流
通
促
進
な
ど
に
力
点
が
置
か
れ
た
２
０
１
６
年
度

住
宅
関
連
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
住
宅
局
総
務
課
の
鈴
木
あ
お
い
企
画
官
に
伺
っ
た
。

築
住
宅
だ
け
だ
っ
た
認
定
基
準
が
、
既
存

住
宅
の
増
築･

改
築
に
お
い
て
も
整
備
さ

れ
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

基
準
内
容
は
新
築
に
沿
っ
た
も
の
と
な
り

ま
す
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で
の
対
応
の
合
理

性
を
考
え
、
代
替
措
置
な
ど
を
設
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た「
住
宅
性
能
表
示
制
度
」も

見
直
し
、「
日
本
住
宅
性
能
表
示
基
準
」と

「
評
価
方
法
基
準
」を
今
年
１
月
に
改
正
し
、

公
布
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
事
業
の「
長
期
優
良
住
宅
化
リ

フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
」は
、
あ
く
ま
で
も
長

期
優
良
化
を
目
指
す
も
の
で
、
補
助
を
受

け
る
場
合
は
新
た
な
認
定
基
準
を
満
た
す

こ
と
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

今
後
、
既
存
住
宅
も「
長
期
優
良
住
宅（
増

改
築
）」の
認
定
を
受
け
れ
ば
、
良
質
な
住

宅
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
ま
す
。「
優
良
な

住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
形
成
と
流
通
促
進
に
よ

る
住
宅
市
場
の
活
性
化
」は
、
重
点
施
策
の

１
つ
で
す
の
で
、
既
存
住
宅
の
長
期
優
良

住
宅
認
定
制
度
が
動
き
出
す
こ
と
は
、
大

き
な
前
進
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

に
応
じ
た
環
境
負
荷
の
低
い
住
宅
」が
加
わ

り
、
戸
建
て
の
木
造
住
宅
も
対
象
に
な
り

ま
す
。
伝
統
的
な
木
造
住
宅
の
中
に
は
、
土

塗
り
壁
な
ど
高
断
熱
化
が
難
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
住
宅
で
あ
っ
て

も
、
地
域
の
気
候
風
土
に
応
じ
た
独
自
の
工

夫
を
含
め
て
評
価
を
し
た
い
。
夏
季
の
通
風

や
縁
側
の
緩
衝
な
ど
、
現
行
基
準
で
は
評

価
し
に
く
い
環
境
負
荷
低
減
対
策
な
ど
の

取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

様
々
な
タ
イ
プ
の「
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
」が
登
場

　

こ
れ
ま
で「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅（
サ
高
住
）」は
、
ま
ず
数
を
確
保
す
る

こ
と
に
力
が
注
が
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
夫
婦
で
入
居
す
る
た
め
も
う
少
し
広

い
居
住
ス
ペ
ー
ス
が
欲
し
い
、
既
存
の
マ

ン
シ
ョ
ン
や
建
築
物
を
活
用
で
き
な
い
か

な
ど
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で「
夫
婦
型
サ
高
住
」や「
既
存
ス
ト
ッ

ク
型
サ
高
住
」「
拠
点
型
サ
高
住
」な
ど
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
整
備
の
推
進
、

補
助
の
拡
充
を
行
い
ま
す（
図
４
）。
補
助

金
の
拡
充
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
は

２
０
１
７
年
度
末
ま
で
に
交
付
決
定
す
る

よ
う
申
請
の
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
そ
の
間
に
着
手
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
談
）

ネ
法
」（
２
０
１
５
年
７
月
公
布
）に
基
づ

い
て
省
エ
ネ
性
能
が
通
常
よ
り
高
い
と
認

定
さ
れ
た「
性
能
向
上
計
画
認
定
住
宅
」が
、

補
助
対
象
に
追
加
さ
れ
ま
し
た（
図
３
）。

　

ま
た「
地
域
材
加
算
」に
加
え
て「
三
世

代
同
居
加
算
」が
、
２
０
１
５
年
度
補
正
予

算
か
ら
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
、

浴
室
、
ト
イ
レ
、
玄
関
の
い
ず
れ
か
２
つ

以
上
を
住
宅
内
に
複
数
箇
所
設
置
す
る
場

合（「
三
世
代
同
居
対
応
住
宅
」）、
一
戸
当

た
り
30
万
円
を
限
度
に
加
算
し
ま
す
。

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
物
等
先
導
事
業
」

に
気
候
風
土
適
応
住
宅
が
加
わ
る

　

こ
の
先
導
事
業
は
、
主
に
大
き
な
建
築

物
が
中
心
で
し
た
が
、「
地
域
の
気
候
風
土

２０１６年度
住宅関連施策を読み解く

特  集

※	工事後に耐震性と劣化対策の基準を満たすこと。工事前にすでに基準に達している場合は工事の有
無は問わない

※ 	工事完了後に、キッチン・浴室・トイレ・玄関のうちいずれか2つ以上が複数箇所あること

図1. 長期優良住宅化リフォーム推進事業の三世代同居改修工事
       のイメージ

図2. 住宅ストック維持・向上促進事業

 （青字は制度拡充の箇所）
図3. 「地域型住宅グリーン化事業」の補助金

● 長寿命型
① 長期優良住宅：上限１００万円／戸

● 優良建築物型
⑤ 認定低炭素建築物等一定の良質な建築物：
    補助金上限１万円／㎡（床面積）

● 高度省エネ型
② 認定低炭素住宅：上限１００万円／戸
③ 性能向上計画認定住宅：上限１００万円／戸
④ ゼロ ･エネルギー住宅：上限１６５万円／戸

＊ 地域材加算：主要構造材（柱 ･梁 ･桁 ･土台）の過半に地域材を使用する場合、
   ２０万円／戸を限度に加算
＊ 三世代同居加算：キッチン、浴室、トイレ、玄関のうち、いずれか２つ以上を
   住宅内に複数箇所設置する場合、３０万円／戸を限度に加算

＊1：	便所、洗面、浴室、台所、収納
＊2：	スプリンクラー設備の設置工事、自動火災報知設備の設置工事、防火性・遮音性が確保

された戸境壁への改修工事等
＊3：	小規模多機能型居宅介護事業所、複合型サービス事業所、短期入所生活介護事業所、

短期入所療養介護事業所
※	 住宅の新築1/10、改修1/3の補助率は現行どおり
※	「拠点型サ高住」以外の併設施設の補助限度額1,000万円／施設は現行どおり

図4. 「サービス付き高齢者向け住宅」（サ高住）の制度
       が拡充

サ高住 補助条件 補助限度額の
引き上げ

夫婦型
（夫婦向け）

以下をすべて満たすもの
○ 床面積が30㎡以上
○ 基本設備をすべて設置＊1

100万円／戸
↓

135万円／戸

既存ストック型
（既存ストックを

改修する）

以下のいずれかを満たすもの
○ 既存ストックを活用し、法令に適

合させる為の工事＊2が新たに必要
○ 階段室型の共同住宅を活用し、新

たに共用廊下を設置

１００万円／戸
↓

１５０万円／戸

上記以外 上記以外のもの
１００万円／戸

↓
１２０万円／戸

拠点型
（宿泊機能を伴う

地域のサービス
拠点を併設している）

小規模多機能型居宅介護事業所等＊3

を併設

1,000万／施設
↓

1,200万円／施設

● 長期優良住宅
● 住宅性能表示
● 瑕疵保険
● 住宅履歴

等 等

● 買取保証
● 借上保証
● ノンリコース
   ローン
● リバース
   モーゲージ

関係主体が連携した
協議会

検査・
履歴業者工務店

宅建業者 金融機関

建築士

維持向上・評価・流通・金融等の
一体的な仕組み

開発
周知
試行

一体
的
な
仕
組
み

一体
的
な
仕
組
み

流通・金融等維持向上・評価等
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し
日
」を
基
準
に
税
率
が
決
定
さ
れ
る
。
消

費
税
率
引
上
げ
が
予
定
通
り
の
場
合
、
引

渡
し
が
２
０
１
７
年
３
月
末
ま
で
な
ら
現

行
の
８
％
、
４
月
１
日
以
降
な
ら
10
％
と

な
る
。
た
と
え
売
買
契
約
を
増
税
前
に
結

ん
で
い
て
も
、
引
渡
し
日
が
増
税
後
に
な

れ
ば
、
新
税
率
が
適
用
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
注
文
住
宅
な
ど
の「
請
負
工

事
」の
場
合
は
、
税
率
引
上
げ
に
伴
う
経
過

措
置
に
よ
っ
て
、
改
正
前
の
税
率
８
％
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る（
図
１
）。
請
負

契
約
の
時
期
に
よ
り
、
消
費
税
率
の
適
用

が
変
わ
る
か
ら
だ
。

　

請
負
契
約
を
税
率
引
上
げ
の
６
カ
月
前

の
前
日（
２
０
１
６
年
９
月
30
日
）ま
で
に

結
ん
だ
場
合
は
、
仮
に
引
渡
し
日
が

２
０
１
７
年
４
月
１
日
以
降
に
な
っ
て
も
、

改
正
前
の
税
率
８
％
が
適
用
さ
れ
る
。
引

渡
し
が
増
税
後
に
な
る
場
合
、
影
響
を
避

け
る
た
め
に
は
２
０
１
６
年
９
月
末
ま
で

に
工
事
請
負
契
約
の
締
結
が
必
要
だ
。

消
費
税
増
税
に
伴
う
所
得
税
減
税

　

住
宅
取
得
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
が
、
過
去
最
大
規
模
に
拡
充

さ
れ
る（
図
２
）。
２
０
１
９
年
６
月
30
日

ま
で
に
入
居
し
た
場
合
、
年
末
の
ロ
ー
ン

残
高
の
１
％
が
所
得
税
か
ら
10
年
間
控
除

さ
れ
、
最
大
控
除
額
は
一
般
住
宅
で

４
０
０
万
円
、
認
定
住
宅（
長
期
優
良
住

宅
お
よ
び
低
炭
素
住
宅
）で
５
０
０
万
円
。

減
税
措
置
は
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
利
用
や

現
金
取
得
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。

住
宅
取
得
資
金
の
た
め
の
贈
与
税

最
大
３
０
０
０
万
円
ま
で
非
課
税
に

　

父
母
や
祖
父
母
な
ど
の
直
系
尊
属
か
ら
、

住
宅
の
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
資
金

注
文
住
宅
は

請
負
契
約
時
期
が
ポ
イ
ン
ト

　

消
費
税
率
は
、
２
０
１
７
年
４
月
１
日

に
８
％
か
ら
10
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
る
予

定
だ
。
住
宅
に
つ
い
て
は
、
原
則
、「
引
渡

図3. 消費税率10％の贈与税非課税額
契 約 年 質の高い住宅 * 一 般 住 宅

2016年10月～
2017年9月 3,000万円 2,500万円

2017年10月～
2018年9月 1,500万円 1,000万円

2018年10月～
2019年6月 1,200万円 700万円

＊ 	質の高い住宅：一定の耐震性能、省エネ性能、またはバリアフ
リー性能などを有する住宅

２
０
１
７
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
10
％
適
用
に
対
し
、住
宅
取
得
者
の
負
担
軽
減

措
置
が
拡
充
さ
れ
る
。

消
費
税
率
再
引
上
げ
への
対
応

２０１６年度
住宅関連施策を読み解く

特  集

図1. 消費税と請負契約日、引渡し日の関係（経過措置適用イメージ）

8月 9月
10月
1日

4月
1日11月 12月 1月

2016年 2017年
2月 3月 5月 6月 7月 8月 9月

税率8％2016年
10/1以降に

請負契約締結

2017年
3/31までに

引渡し

税率10％2016年
10/1以降に

請負契約締結

2017年
4/1以降に

引渡し

税率8％2016年
9/30までに

請負契約締結

2017年
4/1以降に

引渡し

を
贈
与
さ
れ
た
場
合
、
一
定
額
の
贈
与
税

が
非
課
税
に
な
る
。
消
費
税
率
10
％
で
住

宅
を
取
得
し
、
２
０
１
９
年
６
月
末
ま
で

に
入
居
し
た
場
合
、
最
大
３
０
０
０
万
円

ま
で
が
非
課
税
に
な
る（
図
３
）。

「
す
ま
い
給
付
金
」に
よ
る

負
担
軽
減

　

改
正
後
の
税
率
が
適
用
さ
れ
る
住
宅
を

取
得
す
る
場
合
、
増
税
に
よ
る
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
。
収
入
に
応
じ
て
給
付
額
が

変
わ
る
。
税
率
10
％
で
は
、
収
入
額
の
目

安
が
８
％
時
の
５
１
０
万
円
以
下
か
ら

７
７
５
万
円
以
下
に
、
給
付
基
礎
額
が
同

じ
く
最
大
30
万
円
か
ら
50
万
円
に
拡
充
さ

れ
る（
図
４
）。
２
０
１
９
年
６
月
末
ま
で

に
引
き
渡
さ
れ
、
入
居
し
た
住
宅
が
対
象
。

図4. 消費税率10％の場合の
        給付基礎額	 	

収 入 額 の 目 安 都 道 府 県 民 税 の
所 得 割 額 * 給 付 基 礎 額

450万円以下 7.60万円以下 50万円
450万円超

525万円以下
7.60万円超

9.79万円以下 40万円

525万円超
600万円以下

9.79万円超
11.90万円以下 30万円

600万円超
675万円以下

11.90万円超
14.06万円以下 20万円

675万円超
775万円以下

14.06万円超
17.26万円以下 10万円

＊ 	都道府県民税の所得割額：	収入（額面収入）から給与所得控除や扶養控除等の各種項目
を控除し税率を乗ずること等により算出したもの。神奈川県は異なる

図2. 所得税減税

● 投資型減税（現金取得者向け）
認定住宅を現金で取得した場合、性能を強化するためにかかる標
準的な費用の10％を1年間、所得税から控除（控除しきれない場
合、翌年の所得税から控除）

控 除 対 象 限 度 額 最 大 控 除 額

長期優良住宅 650万円 65万円

低炭素住宅 650万円 65万円

● 住宅ローン減税
住宅ローン残高の1％を10年間、所得税から控除（控除しきれな
い場合、翌年の住民税から控除）

控 除 対 象
所 得 税 住 民 税

借入限度額 最大控除額 最大控除額

一般住宅 4,000万円 400万円
13.65万円

／年長期優良住宅 5,000万円 500万円

低炭素住宅 5,000万円 500万円
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【こうき - しん】

vol.21

玉
県
西
部
の
１
市
４
町
を
管
轄
す
る
秩
父
消
防

本
部
で
は
、
２
０
０
５
年
か
ら
、
老
朽
化
し
た

分
署
の
建
替
え
を
計
画
。
２
０
１
０
年
に
公
布

さ
れ
た「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」を
契
機
に
、
７
つ
の
分
署
を
東
西
南
北
の
４
つ

に
統
合
し
、
順
次
そ
の
建
物
を
す
べ
て
和
風
の
木
造
に
し
た
。

林
業
が
盛
ん
な
土
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
元
材
を
全
面

的
に
採
用
し
て
い
る
。

　
西
分
署
は
２
０
１
５
年
３
月
、
４
番
目
に
完
成
し
た
。
消

防
署
と
し
て
の
機
能
を
失
わ
な
い
よ
う
耐
震
性
を
重
視
し
、

断
面
欠
損
が
少
な
く
、
結
合
が
強
固
な
ド
リ
フ
ト
ピ
ン
工
法

を
採
用
し
柱
と
梁
を
組
み
上
げ
た
。
消
防
車
と
救
急
車
が
そ

れ
ぞ
れ
２
台
収
ま
る
車
庫
棟
と
、
機
材
置
き
場
に
も
な
る
訓

練
棟
は
耐
火
上
の
規
制
に
も
と
づ
き
鉄
骨
造
と
な
っ
て
い

る
。
設
計
と
施
工
は
各
々
地
元
の
企
業
が
担
当
し
た
。
事
務

棟
と
車
庫
棟
の
間
に
は
、
日
本
家
屋
の
防
火
の
象
徴
で
あ
る

「
う
だ
つ
」を
設
け
、
事
務
棟
の
屋
根
は
秩
父
地
方
の
養
蚕
農

家
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
越
屋
根
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
四
季
を
通

じ
、
仮
眠
室
エ
リ
ア
の
換
気
と
採
光
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
木
材
は
秩
父
産
の
杉
材
と
檜
材
の
み
を
使
用
。
分
署
正
面

を
無
垢
材
で
造
り
、
柱
や
梁
は
耐
震
性
を
考
慮
し
て
集
成
材

を
使
用
し
て
い
る
。
事
務
室
・
食
堂
な
ど
の
内
装
に
も
ふ
ん

だ
ん
に
木
材
が
使
わ
れ
て
お
り
、
内
訳
は
、
杉
材
が
約

１
２
０
立
方
メ
ー
ト
ル
、
檜
材
は
約
８
立
方
メ
ー
ト
ル
。
工

期
は
１
年
。
総
工
費
は
３
億
３
４
８
０
万
円（
外
構
費
含
む
）

で
、
建
設
コ
ス
ト
は
鉄
骨
造
と
大
差
な
い
。

　
消
防
署
を
木
造
に
し
た
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
秩
父
消
防

本
部
総
務
課
長
の
小
林
幸
一
氏
は
こ
う
語
る
。「
女
性
隊
員
を

含
め
24
名
体
制
で
の
24
時
間
勤
務
と
な
り
、
精
神
的
、
肉
体

的
に
も
厳
し
い
職
場
で
す
。
木
の
温
か
み
や
木
目
の
優
し
さ

が
隊
員
の
緊
張
感
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
」

協力 ＝ 埼玉県秩父消防本部・秩父消防署

過酷な任務の
緊張を和らげる
木造和風建築の消防署

埼

埼玉県
秩父郡
小鹿野町
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有
後
、
寺
田
倉
庫
が
現
物
を
保
管
。
ス
タ
イ
リ
ス

ト
が
顧
客
の
好
み
の
色
や
ア
イ
テ
ム
、
こ
れ
ま
で

の
感
想
、
居
住
地
域
の
天
候
な
ど
あ
ら
ゆ
る
情
報

を
も
と
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
発
注
。
寺
田
倉

庫
が
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
発
送
し
、
返
却
さ
れ
た

洋
服
の
検
品
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
請
け
負
う
。

　
「
収
納
サ
ー
ビ
ス『
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
』※
２
の

展
開
に
よ
り
個
品
管
理
に
長
け
た
寺
田
倉
庫
と
の

業
務
提
携
で
、
コ
ス
ト
や
手
間
の
か
か
る
部
分
が

助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
倉
庫
利
用
の
新

し
い
ス
タ
イ
ル
を
模
索
さ
れ
て
お
り
、
当
社
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
す
ぐ
に
共
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

—

２
０
２
０
年
ま
で
に
有
料
会
員
17
万
人
の

登
録
を
目
指
す
同
社
。
課
題
で
あ
る
ス
タ
イ
リ
ス

ト
の
確
保
の
た
め
、
子
育
て
で
離
職
し
た
ス
タ
イ

リ
ス
ト
の
復
職
を
促
し
た
り
、
服
飾
専
門
学
校

と
連
携
し
て
、
人
材
の
育
成
と
確
保
に
も
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
１
月
に
は
寺
田
倉
庫
他
、

大
手
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
等
か
ら
10
億
円
の

資
金
調
達
を
実
施
し
、
規
模
を
拡
大
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
。

　
「
キ
ッ
ズ
や
メ
ン
ズ
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
や
シ
ニ
ア

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
扱
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
多

い
ん
で
す
。
靴
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
周
辺
ア

イ
テ
ム
も
含
め
、
品
揃
え
を
拡
充
さ
せ
、
普
段
着

レ
ン
タ
ル
を
新
し
い
文
化
と
し
て
定
着
さ
せ
た

い
。
将
来
は
海
外
に
進
出
し
、
日
本
の
洋
服
と
ス

タ
イ
リ
ン
グ
力
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

※1：モノや金、サービス等の交換・共有により成り立つ経済の仕組み※2：専用のダンボールで荷物を預かるサービス。従来のトランクルームサービスに比べ安価で、ネット申込で月額200円から荷物を預かる

注 企業を訪ねる

　
「
レ
ン
タ
ル
と
販
売
は
相
容
れ
な
い
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
我
々
の
コ
ン
セ
プ
ト
は〝
買
わ
ず

に
借
り
よ
う
〟で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
洋
服
と
出
会

う
プ
ロ
セ
ス
を
変
え
、
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

試
す
機
会
を
提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

—

〝
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
が
気
に
入
っ
た
の
で
店

舗
に
行
っ
て
み
ま
す
〟
と
い
う
利
用
者
も
多
い
と

い
う
。
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
モ
ノ
と
出
会
い
、
作

り
手
へ
の
貢
献
に
も
つ
な
が
る
。
同
社
は
利
用
者

と
ブ
ラ
ン
ド
の
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
と

い
う
新
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
Ｗ
ｅ
ｂ
と
い
う
書
き
込
み
し
や
す
い
ツ
ー
ル

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
対
面
接
客
で
は
聞
き
出
し

に
く
い
お
客
様
の
率
直
な
感
想
を
膨
大
に
得
ら

れ
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
個
々
の
利
用

者
の
好
み
に
合
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
精
度
を

高
め
、
各
ブ
ラ
ン
ド
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
モ

ノ
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

倉
庫
事
業
者
と
の
提
携
で

モ
ノ
の
管
理
や
検
品
を
ス
ム
ー
ズ
に

—

２
０
１
５
年
２
月
の
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ー
ト

と
同
時
に
申
込
者
が
殺
到
。
無
料
会
員
を
含
め
、

現
在
約
７
万
人
が
登
録
し
て
い
る
が
、
ス
タ
イ
リ

ス
ト
の
確
保
が
追
い
つ
か
ず
、
さ
ら
に
数
千
人
の

利
用
待
ち
が
出
て
い
る
。
そ
ん
な
同
社
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
支
え
て
い
る
の
が
、
寺
田
倉
庫
株
式

会
社
だ
。
仕
入
れ
た
洋
服
は
両
社
で
デ
ー
タ
を
共

レ
ン
タ
ル
に
よ
っ
て

洋
服
と
出
会
う
プ
ロ
セ
ス
を
変
え
る

—

月
額
６
８
０
０
円
で
、
プ
ロ
の
ス
タ
イ
リ
ス

ト
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
洋
服
が
届
く
。
返
却

す
る
と
再
び
新
し
い
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
届
き
、

月
に
何
度
も
新
し
い
洋
服
が
楽
し
め
る
。
気
に
入

れ
ば
買
い
取
り
も
可
能
。そ
ん
な
画
期
的
な
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
の

が
、
株
式
会
社
エ
ア
ー
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
だ
。

　
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
20
代
後
半
か
ら
30
代
の
女
性

で
、
ハ
レ
の
日
の
洋
服
で
は
な
く
、
オ
フ
の
日
や

オ
フ
ィ
ス
で
着
る〝
普
段
着
〟を
レ
ン
タ
ル
し
て
い

ま
す
。
ア
イ
デ
ア
の
き
っ
か
け
は
妻
の
言
動
。
ク

ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
洋
服
が
あ
る

の
に
、〝
着
て
い
く
洋
服
が
な
い
〟と
悩
ん
で
い
た

ん
で
す
。
こ
の
世
代
は
育
児
や
仕
事
で
忙
し
い
女

性
が
多
く
、
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
を
開
拓
す
る
の
に

時
間
と
労
力
は
な
か
な
か
費
や
せ
ま
せ
ん
。結
果
、

い
つ
も
と
同
じ
ブ
ラ
ン
ド
で
似
た
よ
う
な
服
を
買

い
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
幅
が
狭
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
女
性
の〝
課
題
解
決
〟を
ビ
ジ

ネ
ス
に
で
き
な
い
か
と
考
え
た
ん
で
す
」

—

天
沼
氏
を
は
じ
め
Ｉ
Ｔ
畑
出
身
の
３
名
で

起
業
し
た
同
社
。
事
業
内
容
に
は「
Ｉ
Ｔ
」「
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」「
次
世
代
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」と
い
う
３
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
た
。
こ
こ
に
、

女
性
の
課
題
解
決
を
組
み
合
わ
せ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
レ
ン
タ
ル
事
業
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し

た
と
い
う
。

　
「
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
、

約
３
０
０
名
の
女
性
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
傾
向
や
利
用
し
や
す
い
価
格
帯
な
ど
の

リ
サ
ー
チ
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
を
固
め
て

い
き
ま
し
た
。
ま
た
、〝
何
を
着
た
ら
い
い
の
か

分
か
ら
な
い
〟と
い
う
女
性
の
悩
み
に
対
応
す
る

プ
ロ
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

と
い
う
仕
組
み
も
加
え
ま
し
た
」

—

取
り
扱
う
の
は
主
に
百
貨
店
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ビ
ル
に
入
っ
て
い
る
有
名
国
内
ブ
ラ
ン

ド
で
、
毎
月
各
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
数
千
着
単
位
で

仕
入
れ
て
い
る
。

シェアリングエコノミー※１で
アパレル業界の活性化にも貢献

女性の悩みを解決する“普段着
レンタル”の新サービスを展開

ITを活用し、倉庫事業者との提携で
膨大な在庫の管理を効率化

株
式
会
社 

エ
ア
ー
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト洋服の価格帯は１着１万円弱から５万円くらい。１ボックスで３万～ 10万円分の洋服が

届けられる

ここが注目ポイント

スタイリストが選んだ
“普段着”が届く画期的な
ファッションレンタルサービス

天
あ ま ぬ ま

沼 聰
さ と し

 氏
代表取締役 CEO　

本　　社 	●	東京都港区六本木7-17-16 
		  パシフィックスクエア六本木302 
創　　業 	●	2014年
資 本 金 	●	7,300万円
従 業 員 	●	20名
事業内容 	●	イン ター ネットサ ービ ス 事 業

「airCloset（エアークローゼット）」
の運営

次に来る服がもっとお
気に入りになるよう、
スタイリストに感想を
送ってください

感想を伝える
05

あなたのためにスタイ
リストが選んだ服が3
着入ったボックスが届
きます

受け取る
02

Web画面から好みの色
やアイテム、「好きだ
な」と思うピンときた
洋服をクリック

登録する
01

感想などをもとに、次
の洋服が届きます。気
に入った服はもちろん
買い取り可能です

次の洋服が届く
06

返 却 期 限 は ありま せ
ん。好きなだけ着合わ
せやお出かけを楽しん
でください

着る
03

着 終 わ っ た ら 返 却 す
るだけ。クリーニング
不要、送料無料で簡単
です

返却する
04
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　一般財団法人家電製品協会は、スマートハウスの普及
に向けて人材を育成するため、新たな資格制度「スマート
マスター」を創設した。「スマートマスター」は、スマート
ハウスの構造・性能に関する知識から、家電製品、住宅
設備、エネルギーマネジメントまで、各々の技術や商品
の知識を習得した人材に付与される新たな認定資格。様々
な製品やサービスを組み合わせた横断的な知識により、
個々の消費者のニーズに合わせたプランニングや手続き
の段取り、商品のアドバイスなどスマートハウスの構築を
支援する資格と位置づけられている。
　試験は毎年3月と9月の2回行い、第1回試験は今年の
9月に実施される。試験科目は「スマートハウスの基礎」と

「家電製品」の2科目で、受験資格はなし。資格取得のた
めの学習用テキスト『スマートマスター　インテリジェン
ト化する家と家電のスペシャリスト』（4,104円 税込み）
が発刊されている。

■ スマートマスターの知識要件
① スマートハウスの基礎知識
	 エネルギー問題、家のインテリジェント化、HEMS、

スマートメーター、リフォーム・住宅設備、省エネ住
宅 ･エコ住宅、関連法規　など

② IoT機器（家電製品）の基礎知識
	 インテリジェント化する家電製品、新たなサービスを

生む Neo家電、CSと関連法規　など
■ 試験日　2016年9月4日（日）、9月7日（水）
■ 受験申請期間　2016年6月1日（水）〜 7月25日（月）
■ 受験料　9,230円（2科目受験）　6,180円（1科目受験）
　（合否は科目単位で決定し、2科目合格で資格取得できる）

〈お問い合わせ先〉
一般財団法人家電製品協会 認定センター　
電話：（03）6741-5609   
HP ：https://www.aeha.or.jp/nintei-center/

　住友林業株式会社は宮城県東松島市の防災避難施設を
2016年2月15日に着工した。避難施設新設の募集に対
し、「木」の良さや特徴を活かした提案が採択され、市本
庁舎敷地内に建てられる。
　平時には会議、研修、車庫などのためのスペースとし
て活用しながらも、万一の災害発生に備え、避難者の受
け入れ、炊き出し、支援物資の保管などの復旧支援活動
が行える避難施設となる。避難スペースは、大空間の構
造になっており、用途に応じて可動式間仕切りを利用で
きる。平時は多機能施設として、有事の際は乳幼児や要
介護者など要配慮者のプライバシーを確保できる過ごし
やすい空間を実現する。
　また、 被災地において木造応急住宅で生活される方々
から、「木の香りや木肌の柔らかさ・温かみが感じられる」
などの評価が得られている事実から、木造建築物をベー
スにした中規模の防災拠点の提案を行った。内部空間は
構造材の梁を現しとし、床は東北産材のフローリングを
採用することで木質空間を創出している。

■ 施設の特徴
①	機能性を兼ね備えた設備と美しいデザイン（耐震性、

耐火性、冠水対策、バリアフリー設計など）
②	平時でも避難時でも居心地の良い空間（自然光を活か

した設計、木のぬくもりを感じる空間）
③	非常時への対応（非常用発電付ガスエンジン・ヒート

ポンプ・エアコン、マンホールトイレ、雨水貯留施設
など）

スマートハウス普及に向けて
「スマートマスター」資格制度を創設   －（一財）家電製品協会

人に優しい木造の公共避難施設実現に向けて
東松島市避難施設を着工　－住友林業

編集室より

広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住宅関連施策の読み解き作業を始めた頃から、謎の頭痛が多発しております。ス
ギ花粉の影響によるものなのか、それとも普段使っていない脳がフル回転したか
らでしょうか。そんな時でも家に帰ると、ちぎれんばかりに尻尾を振り出迎えて
くれる 2 匹の愛犬に一瞬で癒されます。もっとこの子たちのためにしてあげら
れることはないか？ ペットとの共生について考える今日この頃です。（M）

編
集
後
記

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業開発部

kenzai-monthly@sfc.co.jp

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　姫路支店　姫路展示場
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